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1970～ Clean Air Act（CAA） 米国において 1970年に成立した連邦法。







Ozone Transport Commission 
（OTC）NOx Budget Program








NOx State Implementation 
Plan（SIP）Call




Clean Air Interstate Rule
（CAIR）
東部 28州とコロンビア特別区にある石炭火力
発電所から放出される SO2 と NOxの排出を、
10年間で大幅な削減が目的。
検討中 Clear Skies Act




















（Lowest  Achievable 
Emission Rate）
１物質でも連邦大気環



























※これらの基準は、いずれも改正大気清浄法 （CAAA：Clean Air Act Amendments 1990）に基づく排出基準として適用。                       参考文献 14）
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10）  「平成 16年度大気汚染状況につ
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